
令和６年度 第１回 北浜北小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和６年４月１８日（木） 午後１時１５分から午後３時１５分まで 

２ 開 催 場 所  北浜北小学校 ２階 多目的ルーム 

３ 出 席 委 員  鈴木 恵子、金子 善久、神谷 紗千恵、戸田 光彦、中村 重俊、加藤 隆男、 

          原田 あゆみ 

４ 欠 席 委 員  本間 洋子、大石 篤郎 

５ オブザーバー  鈴木 雄介（北浜南部協働センター） 

６ 学校支援コーディネーター  中田 佳奈江、金子 明 

７ 学    校  中村 則和（校長）、吉田 寿礼（教頭）、北村 のぞみ（主幹教諭）、加藤 智章

（ＣＳ担当教職員）、谷口 由紀子（ＣＳディレクター） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 谷口 由紀子 

10 会長の選出及び副会長の指名 

司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木委員から自分が務めること

を申し出、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選任された鈴木委員から、金

子委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

11 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木会長が、本日の議長を務め

ることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

12 協 議 事 項 

 （１）令和６年度学校運営基本方針について 

（２）いじめ対策基本方針について 

（３）今年度の活動について 

   ①学習、体験活動の充実 

   ②クラブ活動の講師 

   ③花壇の運営協力 

   ④安全な登下校 

⑤あいさつを広げる活動 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

 

13 会 議 記 録 

司会から、委員総数９人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立し

ている旨の報告があった。 

 

  （１）令和６年度学校運営の基本方針について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき説明があった。 

・子どもたちは落ち着いたスタートをきれている。令和６年度の学校教育目標は「夢



に向かって 輝き合う子」とし、なりたい自分を自ら描いて目標をつくる、自分の

意思で行動する、友達と一緒に励まし合っていく、という意味が込められており、

そのように指導していく。 

 

委員からは、以下の発言があった。 

・子どもたちが主体的に、とのことだが、自主的ではなく主体的に、ということか？

（加藤委員） 

→・主体的とは、子供たちの活動の中である程度の枠はあり、その中から自分たちで

考えて取り組んでいけるようにと考えている。（校長） 

・キャリア教育とは具体的にどのようなことか？（金子副会長） 

→社会の中で自分らしく生きていく力をつける教育です。（校長） 

かかわる･･･人と関わる力 

ふかめる･･･自分から問題に取り組んでいける力 

みつめる･･･自分を理解して次に生かす力 

つなげる･･･これからの自分とつなげて今の学びをがんばる力 

低・中・高学年と、子どもの学年に合わせて言葉を換え、理解してもらうようにし

ている。 

 

  （２）いじめ対策基本方針について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき説明があった。 

      生徒指導主任からも別紙資料に基づき説明があった。 

       

委員からは、以下の発言があった。 

・昨年度のいじめ事案の中で、現在も続いている事案はあるか？いじめが原因の不登

校はあるか？（金子副会長） 

→いじめが続いていない状態が３ヵ月たってからを一区切りとしているため、今年の

２月にあった事案などはまだ解消したとは言えないが、いじめが原因の不登校はい

ない。（生徒指導主任） 

・１ヵ月に１回、子どもたちにアンケートを取るという話だったが、先生方が子ども

たちを大切に思っていることがよくわかる。（神谷委員） 

・昨年度はいじめ事案が３００件を超えているとのことだったが、いじめの定義を考

えると少ない方なのかなと感じた。学校として全力で対応してくれていると感じた。

（戸田委員） 

・子どもたちが前向きになっていけるようにしていきたい。（主幹教諭） 

 

  （３）今年度の活動について 

議長の指示により、中田コーディネーターから、別紙資料に基づき説明があった。 

・クラブ活動では新しくクラブも増え、前回よりグレードアップしたと思う。 

 



ボランティア人材バンクについて、金子コーディネーターから説明があった。 

・ボランティア人材バンクを設置し、ＣＳ・学校・ＰＴＡそれぞれではなく、一体

化して、先生・委員・ＰＴＡ役員・学校支援ＣＤが交代しても持続可能にしてい

きたい。 

 

委員からは、以下の発言があった。 

・ＣＳの周知度は、保護者より自治会の方がもっと少ないと思われるので、自治会

にも周知を働きかけていきたい。（金子副会長） 

・ボランティア活動に不安な人もいると思うので、ボランティアの見学ができたら

いいと思うが、それは可能か？（戸田委員） 

→できるかどうか学校と相談が必要だ。（中田コーディネーター） 

・学校のブログに、ボランティアの様子を載せるのも良いのではないか？（鈴木会

長） 

・何か聞きたいことがある時のために、ＣＳの窓口があると良い。（戸田委員） 

・公民館で他校のコミスク通信を見たことがあるが、それにはＱＲコードが載って

いた。ＬＩＮＥのアカウントを持っているようだが、そういうのも良いのではな

いか？（原田委員） 

→それはコーディネーターさんの個人の携帯で対応しているのかもしれないので、

北浜北小では難しいかもしれない。（主幹教諭） 

・花壇の運営協力ボランティアでは、ＬＩＮＥグループを作り、ボランティアの方

がＬＩＮＥ上で相談等できたら良いと思っている。（金子委員） 

 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき説明があった。 

 

その他報告事項等 

司会から、第２回会議は、令和６年６月２０日（木）午後１時１５分から多目的ルーム

で開催する旨の報告があった。 

校長のあいさつの後、新規運営協議会委員の任命書交付と自己紹介が行われた。 

熟議の前に、前回の会議録と令和５年度協議会自己評価の確認があり、午後１時３５分

から午後２時００分まで授業参観を行った。 


